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合物のルアセトキシ体（III）は，水溶液中の加水分解で IIになるほかにイミニウムイオン（IV)

を経て分解する。リン酸水溶液中では IVとリン酸が反応し，ルホスホノオキシ体 CV）を生成す

る。一方， Iの代謝活性化による IIの生成過程でIVが生じる可能性があり， Vはその捕捉体で

もある。そこでリン酸水溶液中の IIIの分解でVを単離し，その突然変異原性を調べ， IIおよび

IIIの活性と比較検討した。

〔実験〕 第二級アセトキシ基を持つ Illaへ，Ille，第一級アセトキシ基を持つ Illd～Illfおよび環

状アセトキシ化合物Illgを用し、， リン酸水溶液中で分解して Vを単離し，サルモネラ TA1535, 

大腸菌 WP2および WP2 her－の3種の菌で、突然変異原性を調べた。

〔結果〕 Va～Veの突然変異原性活性は対応する IIIと比べて，サルモネラでは数倍強く，大

腸菌では活性が弱くなった。 Vf(R=t-Bu）は活性を示さなかった。環状の Illgから Vgが得ら

れ，その活性もサルモネラに強く大腸菌では弱かった。

〔結論） 仕ホスホノオキシ化合物は3種の菌株に対する活性様式が αーヒドロキシ体とは異な

り，サルモネラに強く，大腸菌には弱し、活性を示した。 αーアセトキシ体の活性は両化合物の中間

の様式で， f アセトキシ体が仕ヒドロキシ体とイミニウムイオンを経る 2種の経路で活性を発現

する可能性を示唆した。
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含水溶媒中のカドミウムイオン電極の応答性

ならびにカドミウムイオンの定量

河村倫子，岸田光恵，小出裕子，鹿島哲

〔日本薬学会第105年会（1985年4月，金沢）で発表〕
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〔目的〕 カドミウムイオン電極を用いて，含水有機溶媒中の Cd(II）の定量および共存イオン

の影響について検討する。

〔方法〉 オリオン社製カドミウムイオン電極94-98型とシングルジヤンクション90ー01型参

照電極を用いて，カドミウムイオン標準液にヘキサミン一塩酸緩衝液を加え pH6.5に調整して

25.0℃に保ち溶液を一定速度でかきまぜて，オリオン社製デジタル pH/mVメーター 801A型

およびデジタルプリンター 951型を用いて 30秒毎に起電力を測定記録した。

〔結果〕 水溶液中におけるカドミウムイオン電極の測定濃度範囲は 10-2～10-5M Cd(II）で平

均27.9mV/pCの起電力変化を示した。そこでメタノール，エタノール，プロパノール，エチレ

ングリコール，アセトンならびに 1,4－ジオキサン等の有機溶媒をそれぞれ 25,50%になるよう

に混ぜた含水溶媒溶液中で、Cd(II）の測定を検討した。 50%含水溶媒溶液の方が一般に起電力変
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化も大きく，測定濃度範囲は 3×10-2～3×10叩6MCdαI）まで可能であった。中でも 50%エチ

レングリコール溶液を用いたとき起電力変化は平均 27.9土0.5mV/pCと良好であった。また，

Ca(II), MgοI), Ba(II), SrσI), .Zn(II)., Co(II), Ni(II）および AlσII）は等濃度を共存していて

もCd(II）の測定には影響を示さなかった。 Fe(III）と Pb(II）が共存する場合には，良好な溶媒

であるエチレングリコール溶液中で、 Pb(II）が 1/4最共存するときは妨害し， Fe(III）はあまり

影響を示さなかった。有機溶媒の 50%溶液では共存イオγの影響をほとんどうけず定置するこ

とがで、きた。

タイトロプロセ.. ，サーを用い食水溶媒奇使った

アミノ酸混合猷料の電位趣滴定

小出裕子，伊藤文子，大矢公子，河村倫子，鹿島哲

〔日本薬学会第105年会（1985年4月，金沢）で発表〕

〔目的〕 合水溶媒を用いてアミノ酸をNaOHまたは HClO，で滴定した経験に基づき，舟アラ

ニンと世アミノ酸の混合試料を水と有機溶媒との混合比を変えた溶媒を使って電位差滴定によ

り，分別定量する。

〔方法〕 2種のアミノ酸各々 0.02mol/kgを含む合水溶媒溶液 50gを輩量ピュレットで秤取

した試料に，メトローム社製ガラス電極及び 3mLiC150%エタノーノレ溶液を用いた銀・塩化銀

電極を挿入し， 25°Cで蜜素ガスを噂入し，一定速度で撹搾しながらタイトロプロセッサーを使っ

て， lMNaOHまたは 1MHCIO，で滴定した。終点は記録される電位，液量及び一次徴分曲線
を使って定め比較した。溶媒にはメタノール，エタノール， 2・プロパノーノレ，アセトン及び 1,4・

ジオキサンを用い，水／有機溶媒のそル比を変えて行った。

〔結果〕 かアラニンとスレオニンの混合試料は合水アセトンを溶媒として， NaOH で数%の

誤差で分別滴定できたが，舟アラニンとセリン， ヒスチジン及びフ aニルアラニンの混合試料は

合水溶媒中でも，一つの終点しか示さず合計量のみが1%以内の測定精度で求まった。
ヒスチジンとアルギニンの混合試料を HCIO，で滴定したところ，水または合水ジオキサンを

用いることによって， 1%程度の誤蓋で分別滴定することができた。合水溶媒を使う滴定では標

準物質及び試料を滴定するとき，できるだけ同じ条件で滴定することによって再現性のある，よ

り正確な滴定ができることが確かめられた。

微量のカドミウムの分光光度キレート滴定

谷原範子，河村倫子，笹木貴子，鈴木祐子，鹿島哲

〔日本薬学会第105年会（1985年4月，金沢）で発表〕

〔目的〕 微量のカドミウムをキレート試薬であるCyDTAを使って分光光度滴定するときの指

示薬， pH緩衝液及び共存イオγの影響を検討し，適切な定量条件をみつけ，混合試料中の Cd
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